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巻頭言 
令和 7 年度業務開始にあたって 

 

日頃より，工業技術センターをご利用いただき厚くお礼申し上げます。 
 
国内の経済環境は、高水準の賃上げや企業の設備投資意欲の高さ等を背景に、引き続
き持続的な成⻑とデフレからの脱却が期待されています。その⼀⽅で、トランプ新政
権の発足に伴う世界的な関税の引き上げ、貿易政策の不確実性の高まりが世界経済の
下振れリスクとして顕在化しており、特に自動車関連産業への影響が懸念されている
ところです。また、生成 AI の導入が進み、誰もが使うインフラとなる中で、AI を活
用した競争力強化への取り組みが、今後の重要なポイントになってきています。 
 
岡山県では、これまでの取り組みを引き継ぎながら、2050 年カーボンニュートラルに
向けた産業のグリーン成⻑⽀援、自動車産業における EV シフトへの対応、IoT、AI 等によるデジタル化の推進等への
取組を進めており、様々な分野の「ものづくり」について、企業の｢稼ぐ力｣の向上に向け、新技術・新製品開発のきっ
かけづくりから研究開発、さらには事業化から販路開拓までを総合的に⽀援する各種施策を展開しております。 
 
工業技術センターは、「地域産業の発展を⽀援する中核的機関」として、業務の 3 本柱である「技術相談」、「依頼試
験・設備利用」、「研究開発」を通じた技術⽀援を展開するとともに、その機能の更なる強化と地域企業の「ものづく
り」のパートナーとして、将来の産業動向も視野に入れながら内外の連携を進め、地域企業の技術⽀援を推進してまい
ります。 
 
今年度も地域の「ものづくり」企業の発展のため、丁寧かつきめ細やかな技術⽀援に努めてまいりますので、なお⼀層
のご利用を頂きますとともに、温かいご⽀援とご指導を賜りますよう心からお願い申し上げます。 
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令和６年度 研究結果概要 
 
A．国、県等からの外部資金による研究 
 
１．きらめき岡山創成ファンド⽀援事業 
 
(1)磁気式回転角度センサー用のプラスチックマグネ

ットの開発と量産化 
磁気式回転角センサー用プラスチックマグネットの高
精度化を目的として、磁界解析を活用し、着磁条件や
形状の検討を行った。その結果、磁力線の直進性とい
った重要な性能指標を維持しながら、組付け時に必要
な構造を備えたリング状プラスチックマグネットの開
発に成功した。 
 
２．グリーン成⻑研究開発プロジェクト創成事業 
 
(1)岡山県産ヒノキから製造したリグノセルロースナ

ノファイバーによる機能性塗料の開発 
リグノセルロースナノファイバー（LCNF）を天然ゴム
および塗料に添加した複合材料の物性評価を実施した。
セルロースナノファイバー（CNF）を添加した試料と比
較し、基本物性および耐候性能の違いを検証した。促
進耐候性試験を実施し、紫外線照射下での経時的物性
変化を評価した。本研究により、LCNF が天然ゴムや塗
料の物性向上および耐候性の改善に有効であることが
明らかになった。 

 
(2)電子デバイス・セラミックス基板の振動援用マルチワ

イヤー高速スライス加工法の開発 
電子デバイスに用いられる硬脆性材料基板はマルチワ
イヤソーでスライス加工されるが、高速化や工具コス
トが課題であり、共同研究先の企業では、振動援用に
着目して研究開発を行っている。本研究では、これま
で未評価の製品表面品質に影響する、ワイヤの振動以
外の振れを高速度カメラで撮影・解析を行った。その
結果、振れは振動無の場合と同程度であると確認でき
た。さらにワイヤと基板の接触⻑さが低減されること
から、加工時間の短縮やワイヤ負荷の低減が期待でき
ることが分かった。 
 

３．成⻑型中⼩企業等研究開発⽀援事業 
（Go-Tech 事業） 

 
(1)次世代自動車の製造における軽量化とカーボンニ

ュートラルの要求に対応したギヤポンプ式塗布装
置の開発 

短パルスレーザ利用による高表面自由エネルギー化技
術を用いることで，エポキシおよびウレタンに対する
金属表面の接着力を向上させることに成功した。 
 
(2)布地の「肌触りと耐久性」評価装置、評価⽅法の開発 
スマートテキスタイルの「肌触り」と「耐久性」の評価
を両立した装置の開発のため、スマートテキスタイル
を模した伸縮性のある布地を用いて評価手法を検討し、
必要な装置の仕様を明らかにした。また、開発装置の
精度検証の⽅法についても検討を行った。 
 
(3)リサイクル性向上・製造時の環境負荷低減による脱

炭素の実現と、快適で高機能な自動車シート部品の開発 
自動車用シートのアームレストにおける構成部品の 1
つであるコイルばねに対して、製造時の環境負荷低減
やコスト削減、さらなる品質向上を実現するため、現
行の製造条件を中心に検討を進めた。これにより、エ
ネルギーの無駄を減らしつつ、安定した製造プロセス
の確立に向けた⽅向性を見出した。 
 
４．橋渡し研究プログラム 
 
(1)金属担持バイオマテリアル合成技術を基盤とした

抗腫瘍・免疫賦活剤の開発 
腫瘍・免疫賦活剤への応用を目的として、セルロース
ナノファイバー（CNF）に銀ナノ粒子（AgNPs）を担持
させたバイオマテリアルの設計および合成条件の最適
化を行った。CNF の高比表面積および優れた生体適合
性と、AgNPs の抗腫瘍活性との相乗効果が最大限に発
現するように材料を改良した結果、がん細胞に対して
増殖抑制効果を示した。今後、in vivo 試験による有効性
評価と臨床応用への展開が期待される。 
 



3 

 

５．スタートアップ総合⽀援プログラム 
（SBIR ⽀援） 

 
(1)世界のタンパク質危機に貢献する麹菌固体培養技

術の高度化 
実生産を見据え⼩型通気式固体培養装置を利用して、
コーングルテンミールの麹菌固体培養を実施した。コ
ーングルテンミール麹の評価および成分分析結果から、
コーングルテンミールを固体培養することにより、単
にタンパク源としての利用だけでなく、高付加価値化
した形でのコーングルテンミールの食用化の可能性が
高まった。 
 
Ｂ．特別電源所在県科学技術振興事業 

(文部科学省) 
 
(1)窒素を活用した熱処理技術の高度化 
浸窒処理温度と浸窒深さの関係に関する検討を行い、
純鉄を対象とした研究では、処理温度の上昇にともな
い、浸窒深さが増大することを確認した。また、ステン
レス鋼を対象とした研究では、低温域では表面から内
部へ窒素の侵入が生じにくく、浸窒層を得るには、純
鉄よりも高温で熱処理する必要があることを確認した。 
 
(2)ゴム材料の劣化に伴うナノ構造変化に関する研究 
オゾン劣化により⻲裂が発生した BR/EPDM ブレンド
ゴムを原子間力顕微鏡で観察した。BR 領域では深い⻲
裂が生成したが、EPDM 領域に到達すると停止した。
EPDM 領域では浅い⻲裂と⻲裂先端の応力集中が観測
された。オゾン暴露により弾性率分布が拡大したこと
から、伸⻑下での不均⼀な応力状態が⻲裂形成の要因
と推測された。また、マクロな⻲裂の進展は、EPDM が
⻲裂の進展を阻む構造を形成することで抑制されると
考えられた。 

 
(3)シミュレーションを用いたマルチマテリアル化と

構造最適化による軽量化技術の開発 
マルチマテリアル化が注目される軽量化構造材の開発
手法において、カルボキシル基および水酸基を導入し
た PP 表面を対象に、数種類の新たな官能基を導入し
た PP 表面の分子シミュレーションを実施した。その
結果、アミノ基が接着強度の向上に寄与することを明
らかとした。さらに PP 表面に窒素プラズマ処理を施

すことで、カルボキシル基、水酸基、アミノ基が導入
されること、接着強度が向上することを確認した。 
 
C．単県事業による研究 
 
１．基盤技術形成事業 
 
(1)表面調整処理によるマグネシウム合金上の陽極酸

化皮膜の制御および高機能化 
リン酸塩陽極酸化処理したマグネシウム合金に対し、
目的に応じた表面調整処理を行い、耐はく離性を有す
る染色技術および高い濡れ性を付与する処理技術の開
発に成功した。 
 
(2)低伝搬損失化に向けた試作基板における電気特性

等の評価 
本研究では、難接着性であるポリプロピレンに銅箔を
直接熱溶着させることで、高周波特性の優れたプリン
ト基板を構成することができた。これは、通常のプリ
ント基板製造では接合が困難な低粗度銅箔の貼り付け
が可能となったことに因る。作製した基板の高周波伝
搬特性に関して、ポリプロピレンを基材とすることに
よる伝搬損失（誘電損失）の低減効果とともに、低粗
度銅箔の接合による導体損失の低減を明らかにした。 
 
(3)音データを用いた AI による高精度異常検知手法の

開発 
畳み込みニューラルネットワークを利用して異常音の
有無の判定と異常音の位置推定を行った。異常音の有無
と異常音位置 3 点を含めた 4 クラス分類で 67.7%の推
定精度を達成した。 
 
２．応用技術開発事業 
 
(1)デニム製品の高付加価値化のための評価技術に関

する研究 
デニム生地を変形したときの生地の歪みを三次元スキ
ャナを用いて詳細に解析する手法を確立した。その手
法を活用し、ジーンズの膝部や太腿部を模した変形を
与えた生地を解析し、それぞれの部位において、生地
の歪み⽅が異なることを明らかにした。また、着用時
を想定しデニム生地に繰り返し引張り変形を付与した
試料を作製し、生地のストレッチ性への影響を調査した。 
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３．グリーンバイオ・プロジェクト推進事業 
 
(1)バイオマス素材の活用技術に関する研究 
本研究では、セルロースナノファイバー（CNF）、およ
びリグノセルロースナノファイバー（LCNF）を添加し
た天然ゴム（NR）材料を作製し、耐候性試験を実施し
た。CNF 未添加の NR 試験片では顕著な色の変化や硬
化劣化が確認された。CNF および LCNF を添加した試
験片では、LCNF を添加したほうが色の変化や硬化劣
化を抑制することを確認した。 

 
D．企業、大学との共同研究 
 
１．実用化技術開発事業 
 
(1)繊維製品の高付加価値と環境負荷低減を両立した

染色加工技術の開発 
環境負荷低減染色加工技術の確立を目的として、精練
後排水をそのまま染色工程に再利用して排水処理量削
減する研究を実施した。染料凝集の原因を解明し、染
料凝集を防ぐ染色技術を確立した。共同研究企業にお
いて実機による検討を行い、数メートルサイズの生地
染色技術の実用化に成功した。 
 
(2)表面特性や設計手法の高度化による新製品・新技術

の開発 
本研究で取り組んだ表面特性の高機能化では、短パル
スレーザ利用による濡れ性向上を染色へ展開し、これ
まで困難であった Mg 合金の染色に成功した。また、
レーザ加工の特⻑を組み合わせることで、これまでに
ないデザイン性が得られた。⼀⽅、設計手法の高付加
価値化では、実機と同等の回路を用いた連成解析によ
り、制御内容の事前検討に加え、高精度な損失評価も
可能となった。 

(3)マルチフィジクス解析を用いたシミュレーション
技術の高度化 

複数の物理現象を組み合わせて考慮するマルチフィジ
クス解析を活用し、高精度で計算コストが低減できる
モデル化法を検討した。隙間のある複雑形状の構造最
適化では、食品乾燥物を対象に簡易モデルを作成し、
品温と水分量が実測と概ね⼀致することを明らかにし
た。音響性能の予測では、骨格の振動を影響する吸音
材料を設けた空調ダクトの音響性能を予測するモデル
化法を明らかにした。 
 
(4)伝統的な清酒製造工程の評価と製造技術の安定化

に向けた研究開発 
清酒製造現場における伝統的な製造工程の各要素技術
について、昨年度に引き続き特性評価と科学的検証を
進めた。生もと造りの包括的な特性評価では、生もと
試料からの微生物の単離同定と菌叢解析の実施、生も
とに利用可能な⼀部の微生物（乳酸菌）候補株を選抜
した。雄町を原料とした麹の特性評価では、異なる原
料米で造られた麹を比較するために、試験製麹の製麹
条件を決定した。槽による上槽工程の評価では、上槽
途中の⼀般成分と香気成分について評価した。 
 
(5)高分子材料の診断技術の高度化に関する研究 
高分子材料に関して、構造解析技術のさらなる高度化、
再現・促進技術の開発、構造制御技術の開発に取り組
んだ。構造解析技術では、ゴム材料を伸⻑下で DMA 測
定するための治具を設計し、測定手法を確立した。再
現・促進技術では、樹脂の耐溶剤性をシミュレーショ
ンによって評価する手法を確立した。構造制御技術で
は、非相溶性樹脂のブレンド材料の構造を制御して衝
撃強度を飛躍的に向上させ、リサイクル促進に資する
成果を得た。 
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令和７年度 研究計画 
 

Ａ．国、県等からの外部資金による研究 
 
１．特別電源所在県科学技術振興事業(文部科学省) 
(1)窒素を活用した熱処理技術の高度化 
(2)大気圧プラズマ処理による樹脂材料機能性発現に

関する研究 
(3)ゴム材料の劣化に伴うナノ構造変化に関する研究 
 
２．成⻑型中⼩企業等研究開発⽀援事業 
(1)布地の「肌触りと耐久性」評価装置、評価⽅法の

開発 
(2)リサイクル性向上・製造時の環境負荷低減による

脱炭素の実現と、快適で高機能な自動車シート部
品の開発 

 
３．橋渡し研究プログラム（AMED） 
(1)金属担持バイオマテリアル合成技術を基盤とした

抗腫瘍・免疫賦活薬剤の開発 
 
４．スタートアップ総合⽀援プログラム（SBIR ⽀援） 
(1)世界のタンパク質危機に貢献する麹菌固体培養技

術の高度化 

Ｂ．単県事業による研究 
 
１．応用技術開発事業 
(1)デニム製品の洗濯耐久性に優れた加工技術に関す

る研究 
(2)雄町を用いた麹の特性評価に関する研究 
 
２．グリーンバイオ・プロジェクト推進事業 
(1)バイオマス素材の活用技術に関する研究 
 
Ｃ．企業、大学との共同研究 
 
１．実用化技術開発事業 
(1)効率的な製品設計・開発のための CAE の高度化 
(2)伝統的な清酒製造工程の評価と製造技術の安定化

に向けた研究開発 
(3)環境負荷の低減に配慮した繊維製品の開発 
(4)高分子材料の診断技術の高度化に関する研究 
(5)材料表面制御によるカーボンニュートラルに対応

する新技術・新製品の開発 
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令和７年度から開放利用になった機器① 
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令和７年度から開放利用になった機器② 
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令和７年度から開放利用になった機器③ 
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令和７年度から開放利用になった機器④ 
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令和７年度から開放利用になった機器⑤ 
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令和７年度から開放利用になった機器⑥ 
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受賞・表彰 
 
（⼀社）日本食品機械工業会 感謝状 

受賞者：浦野 博水、髙橋 和宏 
受賞日：令和 6 年 5 月 28 日 
業績名：「EHEDG 洗浄性評価認証機関設立への貢献」 

 
（⼀社）色材協会 優秀ポスター賞 

受賞者：岡野 航佑、水⼾岡 豊 
受賞日：令和 6 年 10 月 31 日 
業績名：「短パルスレーザ利用によるマグネシウム合金のインジゴ染め向上」 

 
（⼀財）素形材センター 素形材産業技術奨励賞 

受賞者：水⼾岡 豊 
受賞日：令和 6 年 11 月 1 日 
業績名：「リサイクル性に優れたカーボン強化による高性能マグネシウム合金の実用化開発」 

 
岡山県知事 県知事表彰 

受賞者：浦野 博水、髙橋 和宏 
受賞日：令和 7 年 1 月 6 日 
業績名：「食品製造機械の国際規格認証機関の国内設立への貢献」 
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